
基
づ
き
、
跡
地
の
1
｜
2
は
無
償

貸
与
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
57

年
3
月
に
筑
波
大
学
事
務
局
と

無
償
貸
与
契
約
を
締
結
し
、
5

年
ご
と
に
更
新
し
て
い
る
。

筑
波
学
園
か

ら
市
に
対
し
、
更
新
の
前
に
買

い
取
り
の
申
し
出
は
来
て
い
る
。

公
共
施
設
の
安
全
点
検
を
問
う

市
立
体
育
館
に
お
け
る

天
井
か
ら
の
落
下
物
事
故
を
教

訓
と
し
、
学
校
施
設
等
、
公
共

施
設
の
総
点
検
は
実
施
し
た
か
。

早
急
に
安
全
性
再
点
検

の
実
施
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
に
つ
い
て
は
、

特
に
天
井
、
外
壁
等
を
調
査
し

た
。
破
裂
、
爆
裂
が
発
見
さ
れ

た
の
で
対
処
し
て
い
く
。

18
万
市
民
の
安
全
に
責

任
を
負
う
市
長
に
危
機
管
理
体

制
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
災
害

時
に
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設

の
確
保
が
そ
の
後
の
復
興
や
避

難
生
活
に
お
い
て
大
変
重
要
に

な
る
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
の

共
同
溝
の
設
置
が
必
要
だ
。

保
谷
駅
北
口
駅
前
広
場

に
は
、
本
格
的
な
共
同
溝
を
設

置
。
道
路
に
一
定
の
幅
員
が
な

い
と
難
し
い
が
、
防
災
・
福
祉
、

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
と

い
う
視
点
か
ら
、
で
き
る
限
り

努
め
て
い
く
。

大
規
模
災
害
時
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
協
力

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
受
け
入
れ

態
勢
と
拠
点
づ
く
り
を
早
急
に

整
備
す
べ
き
だ
。
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給
食
調
理
施
設
を
設
置
せ
よ
。

①
都
内
で
99
・
2
％

②
多
摩
26
市
中
14
市
で
実
施
、

建
替
協
議
会
で
検
討
す
る
。

個
性
的
な
公
園
づ
く
り
を
！

子
ど
も
た
ち
が
親
や
友
達

と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
フ
ッ
ト
サ

ル
（
サ
ッ
カ
ー
）、
3
オ
ン
3

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
）
な
ど
、
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
遊
ぶ
場
所

が
な
い
。
ミ
ニ
ス
ポ
ー
ツ
公

園
・
親
水
公
園
等
、
個
性
的
な

公
園
の
計
画
的
な
整
備
を
図
れ
。

可
能
な
限
り
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
る
場
所
を
、
公
園
リ
フ

ォ
ー
ム
の
時
点
で
考
え
た
い
。

本
年
度
策
定
す
る
西
東
京
市

総
合
計
画
で
、
21
世
紀
の
新
し

い
多
摩
の
中
核
都
市
に
再
生
す

る
こ
と
が
、
合
併
の
目
的
で
あ

り
、
行
政
の
責
務
で
あ
る
。

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
の
ま
ち
づ

く
り
を
す
す
め
る
会
が
発
足
！

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
は
、

発
展
性
の
あ
る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
の
地
区
で
あ
る
。
駅

北
口
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
関
連

街
路
事
業
費
総
額
約
88
億
円
を
、

合
併
特
例
債
を
活
用
し
、
総
合

計
画
で
財
源
確
保
を
図
れ
。

合
併
特
例
債
を
有
効
活
用

し
、
地
域
に
協
力
い
た
だ
き
、
実

現
に
向
け
努
力
す
る
。

中
学
校
完
全
給
食
の
展
望
を
！

外
注
弁
当
給
食
方
式
は
、

完
全
給
食
の
次
善
の
策
と
し
て

導
入
し
た
と
認
識
し
て
い
る
。

①
都
内
、
多
摩
26
市
の
中
学
校

完
全
給
食
の
実
施
状
況
。

②
青
嵐
中
の
校
舎
建
て
か
え
に

若
者
に
魅
力
あ
る
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅

北
口
地
区
の
街
づ
く
り
を
推
進
！

佐
々
木
　
順
一
（
公
明
）

か
る
。
経
費
節
減
が
必
要
。

柳
泉
園
で
13
〜
14
億
円
、

最
終
処
分
場
6
億
5
千
万
円
、

エ
コ
セ
メ
ン
ト
は
不
明
。

教
育
に
つ
い
て

け
や
き
小
建
設
で
シ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
対
策
は
万
全
か
。

材
料
は
J
I
S
規
格
。

施
行
後
、
換
気
を
十
分
に
す
る
。

第
三
者
機
関
で
調
査
す
る
。

障
害
児
の
原
籍
を
地
元

の
学
校
に
置
い
て
は
ど
う
か
。

現
通
学
校
が
原
籍
。

地
域
に
帰
っ
た
ら
つ
な

が
り
や
情
報
が
何
も
な
い
。
解

決
策
が
必
要
だ
。

住
民
基
本
台
帳
事
務
に
つ
い
て

市
は
自
衛
隊
に
住
民
基

本
情
報
を
提
供
し
た
の
か
。

閲
覧
事
項
以
外
の
情
報

提
供
は
し
て
い
な
い
。

任
意
提
供
し
た
の
か
。

違
う
。
通
常
閲
覧
だ
。

住
基
ネ
ッ
ト
の
第
2
次

稼
働
で
住
基
カ
ー
ド
を
買
わ
な

い
市
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

カ
ー
ド
利
用
が
可
能
に

な
る
の
が
第
2
次
稼
働
だ
。

Ｄ
Ｖ
対
策
に
支
障
は
。

な
い
。
ネ
ッ
ト
上
で
ブ

ロ
ッ
ク
が
可
能
。

外
に
出
し
た
情
報
を
ど
う

や
っ
て
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
の
か
。

何
ら
問
題
は
な
い
。

住
基
ネ
ッ
ト
は
自
治
事

務
だ
。
責
任
は
市
に
あ
る
。

ご
み
対
策
に
つ
い
て

搬
入
量
超
過
課
徴
金
4

億
円
と
年
間
の
財
政
負
担
は
。

負
担
金
が
重
く
の
し
か

メ
リ
ッ
ト
な
い
住
基
ネ
ッ
ト

市
の
責
任
で
離
脱
せ
よ
！

森
　
輝
雄
（
無
所
属
）

教
育
長

都
市
整
備
部
長

総
合
的
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

計
画
に
あ
る
「
総
合
的

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
は
重
要

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
具

体
化
す
る
の
か
。

自
治
会
・
地
域
活
動
団

体
･
Ｎ
Ｐ
Ｏ
･
関
係
団
体
な
ど
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
て
展
開
す
る
。

ミ
ニ
デ
イ
も
実
施
し
た
い
。

障
害
児
の
自
立
支
援
を

養
護
学
校
卒
業
後
の
子

ど
も
た
ち
の
社
会
参
加
・
自
立

支
援
の
場
を
保
障
せ
よ
。

待
機
者
を
つ
く
ら
な
い
。

短
期
･
中
期
･
長
期
で
基
盤
整

備
す
る
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

少
人
数
学
級
・
教
員
の
加
配
を

基
本
構
想
･
基
本
計
画

で
は
「
一
人
ひ
と
り
の
個
性
の

尊
重
」「
基
礎
学
力
の
定
着
」
と

あ
る
が
、
現
状
の
40
人
学
級
で

は
困
難
だ
。
少
人
数
学
級
･
教

員
の
加
配
を
市
の
メ
イ
ン
施
策

と
し
て
計
画
に
盛
り
込
め
。

都
・
国
に
要
望
し
て
い

る
。

障
害
児
に
介
助
員
を

陳
情
が
採
択
さ
れ
た
、

質
問

普
通
学
級
に
通
う
障
害
児
へ
の

介
助
員
の
派
遣
を
実
施
せ
よ
。

障
害
児
教
育
検
討
会
で

検
討
中
で
あ
る
。

学
校
づ
く
り
へ
の
住
民
参
加

「
学
校
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

「
校
区
教
育
懇
談
会
」
な
ど
、
開

か
れ
た
学
校
と
保
護
者
、
地
域

住
民
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設

け
よ
。

連
絡
協
議
会
･
公
開
授

業
な
ど
実
施
し
て
い
る
。

基
本
構
想
・
基
本
計
画
へ
の
提
言

少
人
数
学
級
・
教
育
の
住
民
参
加

土
井
　
節
子
（
無
所
属
）

質
問

部
長

質
問

質
問

部
長

部
長

質
問

質
問

意
見

教
育
長

教
育
長

部
長

意
見

質
問

市
長

部
長

部
長

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

西
原
二
小
跡
利
用
に
お

け
る
体
育
施
設
開
放
に
つ
い
て

伺
う
。

当
然
体
育
館
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
一
般
に
開
放
し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
適
正

配
置
に
つ
い
て
伺
う
。

地
域
に
不
足
し
て
い
る
施

設
の
確
保
も
必
要
だ
が
、
地
域
に

あ
る
早
稲
田
大
学
、
武
蔵
野
大
学
、

民
間
と
し
て
の
シ
チ
ズ
ン
、
イ
ト

マ
ン
、
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
も
必
要

な
と
き
に
借
り
上
げ
、
要
望
に
こ

た
え
て
い
き
た
い
。

住
吉
福
祉
会
館
建
て
か

え
に
伴
い
、（
仮
称
）
こ
ど
も
の

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
す

る
と
打
ち
出
し
、
１
千
500
g
と

構
想
さ
れ
て
い
る
が
、
機
能
や

具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
い
ま

だ
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ひ
い

ら
ぎ
と
ひ
よ
っ
こ
の
関
係
整
備

を
初
め
、
卒
後
対
策
と
し
て
の

療
育
機
能
の
拡
充
要
望
は
多
い
。

保
護
者
連
絡
会
等
、
丁
寧
な
対

応
を
求
め
た
い
。

市
内
企
業
、
工
場
閉
鎖

移
転
に
伴
う
跡
地
に
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
が
相
次
ぎ
、
町
並

み
の
調
和
が
心
配
さ
れ
る
。
都

市
景
観
・
形
成
の
観
点
か
ら
、

高
さ
制
限
を
設
け
、
建
築
規
制

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

急
激
に
事
業
決
定
さ
れ

一
挙
に
進
む
。
行
政
が
つ
い
て

い
け
な
い
、
間
に
合
わ
な
い
現

状
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
策
定
中
で
あ
り
、
そ
の
中

の
地
区
別
構
想
で
検
討
し
た
い
。

用
地
決
定
に
四
苦
八
苦
？

桐
山
　
ひ
と
み
（
民
主
）

西
東
京
市
基
本
計
画
の

中
間
ま
と
め
で
は
、
中
学
校
の

完
全
給
食
は
実
施
し
な
い
と
読

み
取
れ
る
。
青
嵐
中
学
校
の
建

て
か
え
協
議
で
は
、
完
全
給
食

の
実
施
に
向
け
た
給
食
調
理
室

の
計
画
は
問
答
無
用
な
の
か
。

現
在
、
弁
当
外
注
方
式

を
試
行
的
に
行
っ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
方
針
は

変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
中

学
校
給
食
も
、
弁
当
外
注
方
式

を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

文
理
台
公
園
に
つ
い
て

国
立
大
学
が
独
立
行
政

法
人
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

一
部
が
旧
教
育
大
学
、
現
筑
波

大
学
の
財
産
で
あ
る
文
理
台
公

園
の
存
続
に
問
題
は
な
い
か
。

国
有
財
産
法
の
規
定
に

中
学
校
の
完
全
給
食
実
施
と

青
嵐
中
建
て
か
え
計
画
に
つ
い
て

二
木
　
孝
之
（
民
主
）

総
合
防
災
訓
練
に
社

協
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
方
が
参
加
し
て
い
る
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
は
、
救
急
医
療
体

制
が
整
備
さ
れ
、
機
能
す
る
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
。

救
急
医
療
の
対
応
は
、
ご

家
族
等
に
し
て
み
れ
ば
、
1
分
1

秒
を
争
う
。
そ
う
い
う
人
た
ち
の

こ
と
を
考
え
て
対
応
す
る
。

住
基
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

個
人
情
報
の
保
護
は
万
全
か
。

部
分
接
続
を
検
討
し
て
み
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

個
人
情
報
の
保
護
及
び

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
最
重
要

課
題
と
し
、
必
要
な
措
置
を
行

っ
た
。
法
に
基
づ
い
た
対
応
を

考
え
て
い
る
。

市
民
の
生
命
や
身
体
と
財
産
を

守
る
こ
と
は
、
政
治
の
使
命
だ
!!

山
崎
　
英
昭
（
民
主
）

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

市
民
の
皆
様
へ
の
公
約
、

日
ご
ろ
か
ら
調
査
研
究
し
て
き

た
課
題
に
つ
い
て
、
改
革
へ
の

大
き
な
志
、
熱
い
情
熱
を
持
っ

て
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。昨

年
11
月
、
市
長
懇
談
会
で
、

西
原
北
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

「
入
所
希
望
者
が
定
員
を
大
き
く

上
回
っ
た
と
き
に
は
、
西
原
北

学
童
ク
ラ
ブ
の
活
用
を
考
え
た

い
」
と
市
長
は
明
言
し
ま
し
た
。

4
月
の
入
所
数
が
、
西
原
北

が
50
名
定
員
に
対
し
59
名
、
西

原
が
50
名
定
員
に
対
し
57
名
、

合
わ
せ
て
116
名
の
入
所
数
と
な

り
、
待
機
児
ま
で
出
て
い
ま
す
。

現
在
の
定
員
す
ら
大
幅
に
超
過

し
て
い
る
学
童
ク
ラ
ブ
で
す
。

存
続
・
活
用
を
求
め
る
署
名

質
問

運
動
を
大
規
模
に
行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
関
係
者
の
合
意

が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。

け
や
き
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
統

合
を
強
行
し
て
い
く
の
で
す
か
。

様
子
を
見
て
い
く
と
い
う
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
長
の
決
断
を
求
め
ま
す
。

市
長
懇
談
会
、
あ
の
と

き
の
こ
と
は
仮
の
話
と
い
う
形

で
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

質
問
の
項
目
か
ら
い
い
ま
す

と
、
私
の
今
申
し
上
げ
て
い
る

こ
と
と
は
違
っ
て
ま
い
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

方
針
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

西
原
北
学
童
ク
ラ
ブ
を
存
続
、

ま
た
は
分
室
と
し
て
活
用
せ
よ
！

蔵
野
　
雅
章
（
民
主
）

市
長

質
問

市
長

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

市
長

質
問

市
長

質
問

市
長

答
弁

答
弁

意
見

質
問

市
長

質
問

教
育
長

西原北学童クラブ ひばりヶ丘駅北口

東京大学附属農場保谷駅北口


